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議 題 宍粟市子どもの居場所づくり事業補助金交付要綱の制定について

現 状

　全国的に子どもの貧困対策が急務とされる中で、地域における子どもの食事や学習
などの提供を含めた居場所づくりが広がっている。また、貧困対策としてだけでな
く、コロナ禍の中で子どもが社会的孤立に陥らないよう、子どもの居場所づくりとし
ても地域団体等によるこれらの取組が推進されているところである。宍粟市において
も、食の提供も含め、学習の場の提供など子どもの居場所づくりを開始する動きがあ
る。

課 題
　ＮＰＯ法人やボランティアグループ等の民間や地域による子ども食堂や学習支援な
どの子どもの居場所づくりの動きがあるが、収益を望むものではなく、初期投資費用
や継続的な運営費確保に課題がある。

決定事項

【支援の概要】
　子どもを地域で見守る拠点（以下「子どもの居場所」という。）として、食事の提
供や学習の支援等の活動を行う団体等に対し、子どもの居場所の開設及び運営に係る
費用の一部を支援することにより、子どもと地域住民が交流する機会の増加及び子ど
もが健やかに成長できる環境整備を促進する。

【対象者】
　次に掲げる要件等を満たし、市内において食事の提供、学習の支援、その他市長が
子どもの居場所づくりに有効であると認める活動を行う団体（法人格を有しない団体
を含む。）とする。

○組織及び運営に関する事項を定めた会則、規約等があること。
○宍粟市社会福祉協議会の宍粟市ボランティア・市民活動センターに登録された団体
　であること。
○特別な事情がない限り、月に１回以上（学習支援は月に２回以上）事業を実施する
　こと。また、子ども食堂は１回あたり10食以上の食事を提供できる体制を、学習支
　援については、１回あたり３人以上が参加できる体制をとること。
○子どもの居場所づくり事業に関し、市からこの要綱に基づく補助金以外の補助金又
　は委託料を受けていないこと。

政策会議  議事概要

開 催 日 令和3年8月5日 場 所 市役所本庁　４階会議室



【様式②】

政策会議  議事概要

決定事項

【支援内容】
　団体等が行う子どもの居場所づくりのための経費に対し、次の表に定める額を上限
として、補助対象経費の実支出額の10分の10以内（備品購入費及び施設改修費等は２
分の１以内。千円未満切捨）で市長が必要と認めた額を補助する。
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子ども食堂

学習支援

その他

開設費

運営費

事業区分補助区分

上限10万円
・補助対象経費に係る実支出額
から県補助金交付決定額及び寄
附金その他の収入額を控除した
額の10分の10（ただし、備品購
入費及び施設改修費については
２分の1）以内の額

次のうちいずれか低い額
・補助対象経費に係る実支出額
から寄附金その他の収入額を控
除した額の10分の10（ただし、
備品購入費及び施設改修費につ
いては２分の1）以内の額
・1万円×事業実施回数の合計
額
・年間20万円

補助基準額


